
つιょ
ト闘争貫徹 /1国鉄35万人体制j粉砕/

いま

三里塚・ジエッ

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

3.26 
No.699 

千
葉
市
要
町
二
1

八
ハ
動
力
事
会
館
〉

ハ
鉄
事
二
九
=
豆
I
六・

2
8
0望
号
七
ニ
O
七

意

成

・

資

本

の

大

量

首

切

り

、

資

金

抑

制

、

労

灼

波

山

許

す

な

p
・

伊
計
一
芳
山
内
「

3
・Mm
給
対
話
集
会
」
を
開
催

。事与z沖申告E神事与Z神事主申告令令。取持

県
労
連
・
県
交
運
協
・
県
私
鉄
の
三
者
が
中
心
と
た
っ
て
昨

Z
時

一

議

八

O
春
勘
の
中
で
結
成
さ
れ
た
「
京
成
労
組
支
援
千
葉
県
共
闘
会
議
L

沖

b
G

主

催

の

「

京

成

労

組

支

援

総

対

話

集

会

」

か

三

月

二

四

日

.

午

後

二

時

機

時
よ

b
千
葉
県
農
業
会
館
で
各
単
彦
.
利
用
者
代
表
左
ど
約
二
五

O

沖
】
謡
隅

村

内

山

襲

名
か
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
ν

集

会

は

.

主

催

者

を

代

表

し

て

の

沖

η'

井

原

県

労

連

議

長

の

あ

い

さ

つ

、

京

成

労

組

杉

崎

副

委

員

長

の

情

勢

抑

続

報
告
を
ほ
じ
め
、
私
鉄
総
連
、
私
鉄
関
東
地
達
、
社
会
党
県
本
説
、
時
叫
縄

県

交

還

協

利

用

者

代

表

3
か

つ

ぎ

つ

ぎ

と

立

っ

て

「

京

成

労

組

幹

鱗

の
仲
間
の
闘
い
を
支
援
し
よ
う
」
と
訴
え
、
最
後

K

「

県

民

へ

の

訴

判

え
」
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
さ
ら

K
集

会

終

了

後

の

各

駅

頭

で

斡

…
ー
を
ね
じ
め
と
す
る
支
援
行
動
を
決
定
し
十
六
時
過
ぎ
解
散
し
一
一

労
働
者
陀
全
面
的
犠
牲
を
強
い
る
京
成
資
本

昨
年
久
月
、
会
社
側
紅
、
京
成
労
組

K
対
し
「
会
社
再

建
」
の
名
の
下
に
つ
ぎ
の
よ
う
左
大
合
理
化
を
提
案
し
モ
o

m五
六
二
名
の
人
員
削
減

H
首
切
り
を
本
住
三
月
三
一
日

ま
で
に
実
路
す
る
。

間
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
四
住
問
、
毎
年
=
一
・
五

dn
と
す

ゐ
υ

四
臨
時
給
(
賞
与
)
に
つ
い
て
は
、
四
住
問
、
昨
年
と
同

額
に
据
え
置
く
。

附
労
働
協
約
を
改
悪
し
.
配
転
そ
の
他
人
事
協
議
事
項
を

廃
止
す
る
。

さ
ら

K
昨
年
十
一
月

K
至

b
、
二
六
・
二
婦
も
の
大
巾

運
賃
値
上
げ
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。

と
の
京
成
資
本
の
大
合
理
化
攻
撃
陪
、
七
七
住
(
人
減

ら
し
)
、
七
九
年
(
人
減
ら
し
)
.
八

O
住
(
臨
時
給
削

減
)
と
あ
い
つ
ぐ
合
理
化
攻
撃
と
軌
を
一
ヲ
に
す
る
も
の

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
京
成
資
本
位
.
田
中
内
閣
当
時
、
高
度
成
長

政
策
・
列
島
改
造
計
画
の
一
翼
を
担
っ
て
、
土
地
投
機
や

膨
大
定
借
金
経
営
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
七
九
年
度
一

七
四
億
円
K
の
ぼ
る
累
積
赤
字
を
計
上
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る

u

乙
う
し
た
京
成
資
本
の
ず
さ
ん
経
営
と
そ
の
結
果
で
あ

る
膨
大
左
累
積
赤
字
解
消

H
会
社
再
建
の
名
の
も
と
に
全

面
的
に
労
働
者

K
転
嫁
し
よ
う
と
寸
る
大
合
理
化
攻
撃
に

対
し
.
京
成
労
舶
の
仲
間
位
、
「
今
日
の
事
態
を
招
い
た
全

て
の
責
任
む
経
営
者
側

K
あ
る
」
と
し
て
、
組
合
員
の
生
粉

活
と
権
利
と
職
場
を
守
る
た
め
闘
い
扱
い
て
い
る

u

トト

そ
し
て
来
る
三
月
二
九
日
(
日
)

K
結
、
正
午
ま
で
の
い
ι

半
日
ス
ト
ラ
イ
キ

K
決

起

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

壊

破

京

成

労

働

者

へ

の

攻

撃

は

.

織

国

鉄

三

五

万

人

体

制

攻

撃

と

間

一

の

も

の

組
で

京
成
労
働
者
へ
の
大
量
首
切
り
・
賃
金
固
定
化
"
労
働
結

協
約
改
悪
な
ど
の
大
合
理
化
攻
撃
口
、
京
成
資
本
に
よ
る
団

労
働
者
一
人
-
人
の
分
断
支
配
の
弥
牝
と
労
働
組
合
の
な

弱

体

化

を

狙

う

も

の

で

あ

る

。

仁

-H
ふ虫

わ
れ
わ
れ
は
、
と
の
攻
撃
を
大
合
理
化
と
函
鉄
労
働
運
州

動
の
解
体
を
狙
号
国
鉄
コ
一
五
万
人
体
制
攻
撃
と
同
一
の
も
族

の
で
あ
る
と
と
ら
え
、
京
成
の
仲
間
の
闘
い
を
断
固
支
持
家

し
、
連
帯
し
て
陥
闘
い
抜
か
左
付
れ
ば
な
ら
左
い
ν

支
配
陪
級
の
軍
事
大
国
化
・
改
憲
攻
撃
の
静
ま
り
と
、
員

労
働
運
動
の
空
宇
化
・
右
傾
仕
か
一
層
拍
車
を
か
げ
て
進
合

む
中
で
、
労
働
者
大
衆
へ
の
反
動
と
搾
取
と
収
奪
の
攻
撃
信

か
、
ょ

b
弥

ま

る

と

と

ね

必

至

で

あ

る

。

う

わ
れ
わ
れ

K
.

「
働
わ
左
け
れ
ば
、
生
活
も
職
場
も
権

利
も
守
れ
左
い
」
と
と
を
H
U

っ
き

b
と
示
し
て
い
る
“

わ
か
自
動
労
千
葉
二
二

O
O
組
合
員
か
総
決
起
し
て
闘
い

抜
い
た
五
日
間
の
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
H
U
.

八
一
春
闘
を
前

に
し
て
確
実

κ
多
〈
の
労
働
者
人
民
を
ふ
る
い
た
た
せ
て

い
る
。闘

い

K
起
ら
し
ム
っ
た
京
成
労
働
者
を
支
援
し
、
共

K
闘

会
う
u

狭
山
差
別
裁
判
無
罪
石
川
嘉
民
へ
の
再
審
棄
却

(m・2
・
ヮ
)
要
議
守
立
て
に
対
す
る

3
・
広
東
怠
高
裁
の
棄
却
決
定

Z
徹
底
弾
劾
す
る

" 


